


















目的 

従来の諸検査では原因不明な反復流産の中に,免疫学的原因によると考えられる反復流産

の存在が次第に明らかにされつつあり,それに対する免疫療法が開発されてきた。しかし,

その理論的背景は現時点で未だ不完全なままであり,従ってその治療方法等も各施設ごと

に多少異なっており,治療の副作用についても充分な検討がなされていない。 

そこで本年度は昨年度に引き続いた検討に加え,出生児のその後の発育について調査する

ことを目的とした。 

方法 

昨年度と同じく 4 施設(慶応大学,名古屋市立大学,新潟大学及び東京大学)において,昭和

62 年 11 月までに免疫療法が施行された合計 379 例の対象者(表 1)について,調査票にもと

づき主として下記の 3点につき調査を行うこととした。 

①免疫療法の対象者(適応) 

②免疫療法の方法及びその成績 

③免疫療法による母児への副作用 


